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トポロジカル秩序と有限密度 QCD 

有限密度QCD 物質の相構造に関する仮説のひとつに「クォーク・ハドロン連続性」[1]という

ものがある。その内容は、クォークがペアを組んで凝縮するカラー超伝導相と、中性子などの核

子の対凝縮に伴う超流動相が、相転移なしに連続的に繋がっているのではないか、というもの

で、２つの相が局所的な秩序変数でみたときに同じ対称性を持っているという事実に基づいてい

る。しかし、局所的な秩序変数では検出できない秩序もあることが知られている。これはトポロ

ジカル秩序[2]と呼ばれ、分数量子ホール系や s 波超伝導がこの秩序を示す物理系の例である。ト

ポロジカル秩序のある状態は、分数的な励起や、時空のトポロジーに依存した基底状態の縮退を

伴っており、異なるトポロジカル秩序を持つ状態の間には相転移が必要となる。このトークで

は、トポロジカル秩序の可能性を考慮に入れたときに、この「クォーク・ハドロン連続性」仮説

がどのように影響を受けるのかを議論する[3]。 
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